
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
胎
蔵
儀
軌
の
訓
読
に
つ
い
て

松

　

本

　

光

　

隆

は
じ
め
に

本
邦
の
密
教
に
お
け
る
胎
戒
法
の
根
本
儀
軌
は
、
法
全
集
に
か

か
る
二
種
の
俵
軌
と
、
時
代
的
に
は
そ
れ
に
先
立
つ
着
無
畏
の
手

に
な
る
二
種
の
儀
軌
が
将
来
さ
れ
、
併
せ
て
、
胎
蔵
四
部
儀
軌
と

称
さ
る
も
の
が
存
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
軌
は
、
玄
法
寺
儀
軌
が

円

仁

の

、

有

能

寺

俵

軌

が

円

仁

・

円

珍

・

宗

叡

の

将

来

に

か

か

り
、
広
大
俵
軌
は
宗
敵
の
将
来
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

胎

歳

界

法

に

関

し

て

は

、

本

邦

撰

述

の

次

第

類

も

多

く

、

ま

た
、
其
興
は
、
「
胎
歳
界
儀
軌
解
釈
」
　
な
る
注
釈
書
を
作
成
し
て

お
り
、
後
世
へ
の
影
響
は
大
き
な
も
の
が
存
す
る
。

本
稿
は
、
胎
蔵
四
部
俵
軌
と
し
て
一
括
さ
れ
る
儀
軌
の
訓
読
の

場
に
お
け
る
宗
派
に
よ
る
扱
わ
れ
方
の
違
い
と
、
訓
読
法
・
訓
読

語
の
伝
承
の
違
い
を
論
じ
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
胎
蔵
俵
軌
の
訓
読
の
伝
統
と
宗
派

以
下
、
ま
ず
、
管
見
の
及
ん
だ
平
安
鎌
倉
時
代
の
加
点
資
料
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
大
毘
虚
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
蓮
華
胎

蔵
悲
生
旦
陀
羅
広
大
成
就
儀
軌

以
下
の
も
の
に
管
見
が
及
ん
だ
。

［
玄
法
軌
］
　
二
巻
　
（
法
全
）
　
は

天
台
宗
好
感

《
　
寺
門
派
関
係
）

◎
酉
基
点
資
料

1
保
坂
潤
治
氏
歳
　
一
巻

（
奥
書
）
　
本
云
寛
仁
二
年

（
巻
上
）
　
へ
新
版
点
本
書
目
）

（
一
〇
一
八
）
　
八
月
廿
三
日
以
蔵
本

略
校
之
御
本
批
云
髄
雲
坊
大
阿
間
梨
以
此
瑜
伽
侍
授
専
寺

別
皆
上
納
　
行
円
陪
座
下
鮨
讃
之
　
同
窓
千
算
供
奉
廿
七
日
・

尋
増
供
奉
廿
九
日
源
泉
阿
閣
梨
十
一
月
四
日

長
保
五
年
　
（
一
〇
〇
四
）
　
十
月
廿
六
日
始
十
一

上
巻
了
　
　
三
井
寺
僧
仁
円
記

月

五

日

朝

2
石
山
寺
校
倉
第
九
函
第
7
号
　
一
巻

○
康
平
七
年
霜
、
朱
点
　
（
仮
名
、
西
墓

塁
点
　
（
仮
名
、
平
安
後
期
）

（
巻
上
）

点
、
治
暦
二
年
）

現
存

含
む
）

のに

整
理
し
て

胎
蔵

お
け

示
し

四

部
俵
軌
の
平
安
、
鎌
倉
時
代
　
（
南
北
朝
時
代
を

る
加
点
資
料
で
、
管
見
の
及
ん
だ
も
の
は
以
下
に

た

ご
と

龍
寺
儀
軌
一

二
資
料
、

あ
る
。

沢
流
・

個
軌
、

の
加
点

さ
れ
る

玄
法
寺
儀
軌
は

小
野
流
に
亙
っ

背
馳
寺
儀
軌
に

資
料
の
数
と
し

く
で
あ
る
。
玄
法
寺
儀
軌
三
三
資
料
、
背

広
大
儀
軌
五
資
料
、
摂
大
儀
軌
八
資
料
で

、
天
台
宗
寺
門
派
・
山
門
派
、
真
言
宗
広

て
の
加
点
資
料
が
存
し
て
お
り
、
玄
法
寺

つ
　
い
て
は
、
同
一
文
献
の
平
安
鎌
倉
時
代

て
決
し
て
少
な
い
も
の
で
は
な
い
と
判
断

（
奥
書
）
康
平
誓
年
（
一
〇
六
讐

（
朱
書
こ
　
「
治
暦
二
年
　
（
一
〇
六
六
）

九
月
二
日
雷
撃

四
月
廿
六
日
帰
…
誓

3
随
心
院
第
二
函
第
3
号
　
　
（
巻
下
）

○
平
安
後
期
寓
　
（
承
暦
二
年
頃
）

点
、
平
安
後
期
）
、
塁
点
　
（
仮
名

朱
点
　
（
仮
名
、
酉
墓

平
安
後
期
）

（
奥
書
）
　
承
暦
二
年
　
（
一
〇
七
八
）
　
六
月
廿
　
（
以
下
破
損
）



4

高

山

寺

第

一

八

二

函

第

8

号

　

一

帖

　

（

第

一

）

○
平
安
後
期
為
、
朱
点
　
（
仮
名
、
第
一
群
点
、
平
安
後

期
）
、
塁
点
　
（
仮
名
、
西
基
点
、
平
安
後
期
）

（
ス
リ
ケ
シ
）

（
表
紙
）
　
天
台
僧
　
「
道
祀
」
　
本

5
東
寺
観
智
院
第
二
九
函
第
1
号
　
一
帖

○

平

安

後

期

寓

、

朱

点

1

　

（

仮

名

、

西

基

点

、

康

平

二

年
）
、
基
点
　
（
仮
名
、
延
久
頃
）
、
朱
点
2
　
（
仮
名
、
酉

基
点
、
延
久
二
年
）

（
奥
書
）
　
（
朱
書
）
　
「
康
平
二
年
　
（
一
〇
五
九
）
　
二
月
廿
九

日
奉
随
別
虞
阿
閣
梨
奉
始
読
了
／
同
年
三
月
六
日
奉
読
之

了
但
輌
担
鉛
詣
誓
／
豊
尋

延
久
二
年
　
（
一
〇
七
〇
）
　
二
月
廿
九
日
奉
従
於
貢
欄
房
奉

（
t
こ

読
従
布
字
／
八
印
巳
下
悲
盤
面
教
護
巳
上
巳
了
／
僧
餐
　
□

持
珠
皆
心
上
巳
下
ハ
延
久
二
年
八
月
八
日
奉
従
別
庖
奉
読

之
了
」

6
石
山
寺
校
倉
第
九
函
第
6
号
　
二
巻

○
平
安
後
期
∵
寄
、
朱
点
　
（
仮
名
、
賓
瞳
院
点
、
永
承
七

年
）
、
自
点
　
（
仮
名
、
賓
障
院
点
、
平
安
後
期
）
、
墨
点

（
仮
名
、
西
基
点
、
久
安
四
年
）
、
緑
青
点
　
（
仮
名
、
酉

墓
点
、
院
政
期
）

（
奥
書
）
（
別
隼
）
「
久
安
四
年
（
＝
四
八
）
十
一
月
六
日
航

許
奉
随
桂
陽
阿
閣
梨
御
房
／
即
時
奉
受
　
心
尊
記
之
」

始
従
永
承
七
年
　
（
一
〇
五
一
こ
　
六
月
廿
八
日
こ
行
之
　
供
養

会
也
十
八
道
ハ
其
日
ヨ
リ
余
傭
ツ
ク

始
従
永
承
五
年
　
（
一
〇
五
〇
）
　
五
月
廿
五
日
供
養
命
奉
受

同
月
廿
九
日
受
之
了
但
三
日
ノ
問
受
之

永
承
七
年
　
（
一
〇
五
二
）
　
九
月
十
九
日
黙
了

（
二
字
ミ
セ
ケ
チ
）

始
従
同
年
廿
二
日
奉
受
之
同
　
廿
二
　
　
日
受
　
諸
尊
命
始

一
四

也
律
師
御
房
佐
心
よ
り
／
僧
座
卓
之
本

7

石

山

寺

深

密

第

一

一

二

函

第

1

9

号

　

一

帖

○
院
政
初
期
寓
、
朱
点
　
（
仮
名
、
西
基
点
、
院
政
初
期
）
、

奥
書
欠

8
東
大
国
語
研
究
室
特
2
3
D
3
　
二
帖

○
文
治
二
年
潟
、
朱
点
　
（
仮
名
、
西
基
点
、
文
治
二
年
）

（
奥
書
）
　
T
］
文
治
二
年
誓
＝
八
六
）
卯
月
廿
七
日
伽

（
X
法
■
院
）

佐
郡
於
丹
州
普
甲
寺
書
了
／
同
五
月
廿
一
日
三
井
平
等
院

（

X

□

〉

　

　

　

　

〈

×

御

［

）

流
　
春
　
光
房
従
　
［
〓
］
　
／
御
本
腸
交
了
卯
月
　
「
十
三
四
五
」

人
X
女
）

十
六
日
　
□
　
了
餐
弁
／
五
十
一

（
×
∩
〓
∪
ロ
D
）

［
2
］
　
（
朱
書
）
　
「
文
治
二
年
卯
月
廿
七
日
午
時
交
鮨
了

〈
X
法
鎗
〉

／
五
月
七
八
九
十
日
三
井
　
平
等
　
院
涜
春
光
房
ニ
テ
／
奉
従

受
了
餐
弁
五
十
一
」

（
別
撞
）
　
正
治
二
年
　
（
一
二
〇
〇
）
　
三
月
廿
七
日
請
之

翫
縫
針
／
同
升
目
寿
光
一
笠
随
足
下
請
之
了
7
同
千

四
月
一
日
始
交
　
同
二
日
受
了

9
末
寺
観
智
院
第
十
九
函
第
2
号
　
二
帖

○
元
亨
二
年
方
、
朱
点
　
（
仮
名
、
西
二
基
点
、
元
亨
二
年
）
、

基
点
（
仮
名
、
元
亨
二
年
）

（
奥
書
）
　
［
1
］
　
元
亨
二
年
　
（
二
二
二
二
）
　
十
二
月
十
四
日

於
円
明
寺
之
／
松
房
奉
従
住
心
院
僧
正
御
房
奉
受
之
了
／

同
以
彼
御
本
書
方
交
鮎
了

［
2
］
　
元
亨
三
年
二
月
十
七
日
給
彼
御
本
書
方
之
了
同
廿

五
六
両
／
日
之
問
奉
随
住
心
院
前
大
僧
正
御
房
奉
稟
之
了

◎
点
法
未
詳

－
〇
四
天
王
寺
　
一
巻
　
　
（
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
日
銀
）



（
奥
書
）
　
吉
本
云
元
永
元
年
　
（
一
一
一
八
）
　
潤
九
月
廿
九
日

於
三
条
僧
房
中
姐
御
本
書
富
之

（
朱
禽
こ
　
「
同
年
十
月
三
四
五
日
三
ケ
日
移
黙
巳
丁
　
重
交
勘

了
／
同
年
同
月
四
日
壬
午
奉
従
唐
房
大
僧
都
御
房
奉
稟
始

七
日
奉
讃
了
／
同
受
　
醍
醐
坊
阿
閤
梨
　
沙
門
勝
運
之
記
」

寛
仁
二
年
　
（
一
〇
七
一
）
　
八
月
廿
三
日
以
蔵
本
略
校
之

（
朱
書
）
　
「
長
和
五
年
　
（
一
〇
一
六
）
　
十
月
廿
六
日
始
十
一
月

五
日
朝
上
巻
了
　
三
井
寺
僧
行
円
記

治
暦
元
年
　
（
一
〇
六
五
）
　
九
月
廿
五
日
壬
年
始
之
中
絶
十

月
廿
日
‥
‥
奉
従
賓
相
房
阿
閤
梨
奉
読
了
日
次
目
以
庸
一
屏

本
校
お
了
／
良
意
記
之
」

玄
法
寺
儀
軌
の
加
点
資
料
三
三
資
料
の
う
ち
西
基
点
加
点
資
料

は

、

昭

和

現

存

天

台

書

籍

綜

合

日

録

に

登

載

の

四

天

王

寺

蔵

本

（
資
料
番
号
〓
）
　
の
、
点
法
未
詳
な
が
ら
奥
書
よ
り
寺
門
派
系
と
認

め
ら
れ
る
一
点
を
含
め
加
え
る
と
一
〇
資
料
が
存
す
る
。
最
初
に

掲
げ
た
、
保
坂
潤
治
氏
蔵
本
に
つ
　
い
て
は
、
筆
者
未
調
査
で
、
詳

紺
は
不
明
で
あ
る
が
、
新
版
点
本
書
目
の
記
載
を
信
ず
る
限
り
で

は
寺
門
系
資
料
の
中
で
最
も
古
い
年
号
の
奥
書
　
（
但
、
本
奥
書
）

を
有
す
る
も
の
　
で
、
蒐
要
房
慶
辞
か
ら
唐
一
方
行
円
、
千
算
、
尋

増
、
源
泉
へ
の
伝
授
が
確
認
さ
れ
る
。
な
お
、
関
係
の
血
脈
は
本

《
　
山
門
派
関
係
）

◎
第
一
群
点
資
料
　
（
含
、
仁
都
波
迦
点
）

－
－
大
東
急
記
念
文
庫
思
1
．
－
鑑
I
等
〇
一
帖
　
（
巻
上
）

○
平
安
中
期
寓
、
朱
点
　
（
仮
名
、
仁
都
披
迦
点
、
平
安
中

期
）
、
基
点
　
（
仮
名
、
院
政
期
）
、
奥
書
欠

－
N
高
山
寺
第
一
八
二
函
第
8
号
一
帖
（
第
一
）
（
西
基
点
の
項
参
照
）

－
∽
旧
恩
厭
堂
文
庫
　
二
帖
（
上
下
）
　
（
石
塚
晴
通
先
生
御
教
示
、

F
国
語
国
文
」
　
㌫
ふ
門
前
正
彦
論
文
V

O
院
政
期
方
、
朱
点
　
（
仮
名
、
仁
都

音
粘
　
（
仮
名
、
仁
都
波
迦
点

名
、
仁
都
波
迦
点
、
院
政
期
）

院
波
迦
点

防
政
期
）

基
点
　
（

院
政
期
）

、
緑
点

仮
名
、
室

（
仮

町
時

代
）

（
奥
書
）
　
［
上
］
　
承
安
元
年
　
（
一
一
七
一
）
　
十
月
五
日
以
桂

林
戎
本
移
鮨
了
／
八
校
了

鮎
本
云
／
延
久
六
年
正
月
十
五
日
於
南
泉
房
供
養
会
／
奉

受
了
良
祐

稿

末

尾

に

掲

げ

た

。

資

料

番

号

2

の

石

山

校

倉

は
、
前
紋
の
資
料
で
、
外
題
・
尾
題
に
　
「
毘
虚

軌
」
　
と
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
着
無
長
の
も
の
で

第遮ま

儀
軌
で
、
康
平
七
年
、
治
暦
二
年
の
奥
書
が
存
す
る

5
の
東
寺
観
智
院
第
二
九
函
第
一
号
で
は
、
奥
書
中

九
けnH．

覇
刀な0の

函
第

経
広

く
玄

七

号

大
儀

法
寺

資
料
番
号

別
所
阿
閣

梨
が
未
勘
で
あ
る
が
、
延
久
二
年
の
奥
書
の
実
相
一
厨
は
頗
豪
、
資

料
番
号
6
の
石
山
校
倉
第
九
函
第
二
号
の
久
安
四
年
の
奥
書
中
の

桂
陽
房
阿
閥
梨
は
仁
尊
と
認
め
ら
れ
る
。
資
料
番
号
8
の
東
大
国

語
研
究
室
蔵
本
、
資
料
番
号
9
末
寺
観
智
院
蔵
本
で
は
、
文
治
、

正
治
、
元
亨
と
鎌
倉
時
代
に
訓
読
さ
れ
た
証
が
確
認
さ
れ
る
。
即

ち
、
管
見
の
限
り
で
は
天
台
宗
寺
門
派
に
お
い
て
虜
詐
辺
り
を
初

と
し
て
鎌
倉
後
期
ま
で
連
続
的
に
玄
法
寺
軌
の
訓
読
の
場
が
形
成

さ
れ
て
い
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

［
下
］
　
承
安
元
年
十
月
六
日
以
植
林
蔵
本
移
粘
了
／
八
校
了

粘
本
云
／
延
久
六
年
　
（
一
〇
七
四
）
　
六
月
七
八
十
一
十
二

四
箇
日
之
関
於
南
／
泉
房
奉
受
諸
命
了

承
保
二
年
　
（
一
〇
七
五
）
　
正
月
七
日
於
同
塵
奉
受
布
／
字

八
字
了
　
良
祐
／
如
師
本
移
粘
了
／
　
梵
本
同
焉
了
在
別

師
本
云
長
保
五
年
　
（
一
〇
〇
〇
）
　
四
月
十
日
於
太
宰
府
之

東
／
大
山
寺
於
入
唐
之
次
受
撃
巳
了
皇
慶
記
／
　
借
受
師

止
軌
入
道
／
角
粘
宗
忠
供
奉
之
粘
也
朱
黙
此
度
粘
也
／
本

師
之
御
讃
棟
以
丹
於
字
左
粘
着
之

寛
徳
二
年
．
（
一
〇
四
五
）
　
二
月
九
日
於
丹
州
池
上
奉
適
了

／
安
座
云
、

本
角
今
鯨
本
丹
今
村
宕
了
／
金
剛
悌
子
良
祐
】
㌣



◎
宝
瞳
院
点
資

に
石
山
寺
校
倉
第
九
函
第
6
号
　
二
巻
　
　
（
西
基
点
の
項
参
照
）

－
∽
東
寺
観
智
院
又
別
第
三
函
第
1
号
　
一
帖
　
　
（
巻
上
）

○

平

安

後

期

為

、

朱

点

　

（

仮

名

、

賓

瞳

院

点

、

平

安

後

期
）
、
墨
点
　
（
仮
名
、
賓
憧
院
点
、
平
安
後
期
）
、
他
室

町
中
期
の
墨
点
あ
り

ー
の
東
寺
観
智
院
第
一
六
一
画
第
1
1
号
　
一
帖

○
院
政
期
寓
、
朱
点
　
（
仮
名
、
賓
幡
院
点
、
院
政
期
）

（
奥
書
）
　
（
朱
書
）
　
「
黙
交
了
」

－
可
高
山
寺
重
文
二
部
3
6
3
号
2
　
一
帖
　
　
（
巻
下
）

○
院
政
期
寓
、
朱
点
　
（
仮
名
、
蜜
蜂
院
点
、
永
久
六
年
）
、

塁
点
　
（
仮
名
、
院
政
期
）

（
奥
書
）
　
（
別
筆
）
　
「
同
年
同
月
二
日
奉
受
了
」

永
久
六
年
　
（
一
一
一
八
）
　
正
月
廿
一
日
　
「
□
E
閣
梨
共
口

奉
受
了
／
ロ
資
」

（
別
掌
2
）
　
「
仁
安
二
年
　
（
一
一
六
七
）
　
十
月
朔
日
於
観
音
寺

患
眞
／
供
借
受
了
」

一
六

（
朱
書
）
　
「
同
八
月
升
目
移
お
詑
／
委
交
了
」

［
2
］
　
長
元
十
年
　
（
一
〇
三
七
）
　
四
月
五
日
巳
起
於
勝
林
院

奉
受
了
　
辞
長
室

長
暦
元
年
　
（
一
〇
三
七
）
　
十
一
月
廿
九
日
於
大
日
寺
宝
奉

受
此
軌
了

同
三
年
九
月
廿
七
日
於
同
虚
封
受
軌
中
印
了
　
長
宴

長
久
四
年
　
（
一
〇
四
三
）
　
二
月
四
日
於
大
原
持
明
房
重
奉

受
供
養
合
了

同
年
七
月
四
日
於
同
塵
重
奉
受
諸
合
了
同
日
別
時
布
字
八

印
等
重
稟
受
畢
　
稗
長
宴

寛
徳
二
年
　
（
一
〇
四
五
）
　
十
一
月
一
二
三
日
之
間
於
南
谷

南
泉
房
重
奉
従
大
師
阿
閣
梨
奉
受
此
軌
置
別
接
侍
法
之
末

序
而
巳
又
別
時
布
字
八
印
等
奉
稟
受
巳
了

康
永
四
年
　
（
一
〇
三
七
）
　
八
月
廿
五
日
以
右
本
敬
書
宕
／

誌
尤
為
詮
本
署
也
　
金
剛
仏
子
［
〓
］
　
／
同
九
月
七
日
交

合
了

◎
第
四
群
点
資
料

N
O
東
寺
　
一
巻
　
　
（
巻
下
）

○
平
安
後
期
寓
、
白
点

〈
点
本
論
考
）

（
仮
名
、
第
四
群
点
、
平
安
後
期
）

ー
∽
大
東
急
記
念
文
庫
2

0
久
寿
三
年
　
（
一

朱
点
∴
仮
名
、

名
、
院
政
期
）

4　－　1　3

一
五
六
）
　
山

賓
唾
院
点

鴬
、
覚
成
本
、
高
山
寺
旧
蔵
、

7

－

9

2

5

　

二

帖

久
寿
三
年
）
、
塁
点
　
（
仮

ー
①
東
寺
観
智
院
第
二

八
点
研
）

○

康

永

四

年

焉
九
函
第
2
5
号
　
二
帖
　
（
新
版
点
本
書
目
）

、
朱
点
　
（
仮
名
、
軍
陣
院
点
、
康
永
四

年
）
、
墨
点
　
（
仮
名
、
康
永
四
年
）

（
奥
書
）
　
［
1
］
　
康
永
四
年
　
（
．
一
三
四
五
）
　
七
月
二
日
以
右

本
敬
書
宕
／
託
尤
為
誼
本
署
也
　
金
剛
仏
子
□
口

◎
池
上
阿
閑
梨
点
資
料

N
－
高
山
寺
第
一
八
四
函
第
7
3
号
　
一
帖
　
　
（
巻
上
）

○
院
政
期
鳥
、
朱
点
　
（
仮
名
、
池
上
阿
閣
梨
点
、
院
政
期
）

（
奥
書
）
　
（
朱
書
）
　
「
イ
ケ
カ
ミ
ア
サ
リ
ノ
第
三
粘
」

◎
第
六
群
点
　
（
叡
山
点
）

N
N
東
寺
金
剛
歳
　
一
帖
　
　
（
新
版
点
本
書
目
〉
　
［
叡
山
点
］

（
点
研
）
　
［
第
六
群
点
】
・
（
点
本
論
考
）
　
［
叡
山
点
］

（
奥
書
）
永
彗
一
年
誓
九
八
八
）
三
月
十
八
日
記
お
了
僧
仁

孝
本

寛
弘
四
年
打
．
（
一
〇
〇
七
）
八
月
升
二
日
茹
重
僧
仁
本



◎
仮
名
点
資
料

N
u
高
山
寺
重
文
二
部

○
永
久
六
年
寓
、

朱

3

号

1

　

一

帖

点
　
（
仮
名
、
永
久
六

巻
上
）

年
）
、

墨
点
　
（
仮

名
、
永
久
六
年
）

（
奥
書
）
　
永
久
六
年
（
一

軍

八
）
三
月
十
五
日
於
南
国
房
／
書

同
月
廿
二
日
移
粘
畢

（
別
筆
）
　
「
仁
安
二
年
　
（
一
一
六
七
）
　
九
月
廿
六
於
観
音
寺
侍

受
了
／
奉
随
上
□
□
聖
生
与
／
恵
眞
共
侍
受
了
」

〈
　
天
台
宗
系
カ
）

◎
訓
点
未
詳

思
四
天
王
寺
　
一
巻
　
　
（
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
録
〉

（
紙
背
）
　
奥
書
寛
仁
二
年
　
（
一
〇
一
七
）
　
八
月
年
墟
／
元
永

仁
安
四
年
　
（
一
一
六
九
）
　
嘉
応
元
年
　
（
一
一
六
九
）
　
／
元

中
九
年
　
（
一
三
二
九
）
　
八
月
四
五
六
三
日
ケ
日
受
入
此
上

巻
了

山
門
派
関
係
の
資
料
は
、
弟
一
群
点
及
び
仁
都
波
迦
点
、
宝
障

院

点

、

第

四

群

点

、

池

上

阿

閣

梨

点

、

第

六

群

点

ま

た

は

叡

山

点
、
仮
名
点
と
点
法
も
多
様
で
あ
る
が
、
平
安
中
期
か
ら
の
資
料

が
存
し
、
仁
都
波
迦
点
資
料
の
資
料
番
号
呂
に
は
、
本
奥
書
中
、
延

久
六
年
、
承
保
二
年
の
奥
書
に
良
祐
、
長
保
五
年
の
奥
書
中
に
皇

慶
、
宗
忠
の
名
が
、
寛
徳
二
年
の
奥
書
に
安
産
の
名
が
見
え
て
い

る
。
平
安
後
期
以
降
は
、
皇
塵
、
長
宴
辺
り
を
基
点
に
谷
流
の
内

で
訓
読
の
場
が
形
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

真
一
一
百
宗
邸
頗

《
　
広
沢
流
関
係
）

◎
円
堂
点
資
料

N
∽
西
大
寺
　
二
帖
　
　
〈
点
研
）

（
奥
書
）
　
長
保
四
年
　
（
一
〇
〇
二
）
　
九
月
六
日
讃
了
　
小
僧

平
教
緋
摘
醐

高
専
三
年
　
（
一
〇
二
六
）
　
二
月
十
六
百
二
讃
了
　
於
神
護
之

根
本
本
皮
唐
本

長
元
五
年
　
（
一
〇
三
二
）
　
六
月
二
日
於
本
寺
受
了
　
頼
尊

右
大
法
者
上
下
両
巻
是
池
上
故
平
政
閤
梨
之
被
侍
本
也
彼

閤
梨
再
受
之
由
被
記
之
績
郎
被
授
律
師
律
師
亦
令
被
授
之

尤
可
貴
重
而
観
恵
為
其
門
弟
書
方

仁
平
四
年
　
（
一
一
五
四
）
　
三
月
廿
九
日
奉
受
了
　
彿
子
翌

春

N
の
高
山
寺
　
一
帖
　
　
（
巻
下
）
　
　
（
点
研
〉

（
奥
書
）
　
成
蓮
房
阿
閤
梨
御
房
奉
受
了

N
ヾ
末
寺
観
智
院
第
一
三
一
画
第
6
2
号
　
二
帖

○
延
文
元
年
　
（
一
三
五
六
）
　
寓
、
朱
点
　
（
仮
名
、
円
堂
点
、

延
文
元
年
頃
）

（
奥
書
）
　
長
保
四
年
平
政
、
高
専
三
年
、
長
元
五
年
頼
尊
保

延
七
年
隆
勝
本
奥
書

延
文
元
年
（
一
三
五
六
）
囲
四
月
十
一
日
以
勧
修
寺
慈
／
尊

院
軽
歳
隆
勝
自
筆
本
命
栄
済
閣
梨
／
書
方
之
奥
記
同
彼
自

筆

也

件

隆

勝

／

着

陸

眞

之

付

法

隆

眞

者

寛

意

／

弟

子

也

権
少
僧
都
来
賓
雫
　
（
以
下
略
）

真
言
宗
で
は
、
円
堂
点
加
点
資
料
が
三
点
認
め
ら

蔵
本
・
東
寺
観
智
院
歳
第
一
三
一
画
第
六
二
号
の

救
・
頼
乱
・
聖
挙
の
名
が
、
東
寺
観
智
院
蔵
本
に

勝
・
呆
賓
の
名
が
認
め
ら
れ
て
、
広
沢
流
の
訓
読
の

安
後
期
初
頭
の
平
教
辺
り
か
ら
確
認
さ
れ
る
。

《
　
小
野
流
関
係
）

◎
東
大
寺
点
資
料

N
①
高
山
寺
重
文
三
部
4
0
号
　
二
帖

れ
、
西
大
寺

本
奥
書
に
平

こ
の
他
、
隆

流
れ
が
、
平



○
永
久
三
年
寓
、
朱
点
　
（
仮
名
、
東
大
寺
点
、
院
政
期
）

（
奥
書
）
　
［
1
］
永
久
三
年
誓
＝
一
五
）
五
月
一
日
香
了

禅
明
寺
廊
之

（
別
盤
こ
　
「
保
延
二
年
　
（
一
一

了
」

三
六
）
　
三
月
廿
三
日
□
□
□
奉
受

N
の
東
大
国
語
研
究
室
特
1
8

0

長

寛

二

年

寄

、

朱

点

年
）
、
石
山
寺
蓄
蔵

（
奥
書
）
　
長
寛
二
年
　
（
一

一
帖

（
仮
名

（
第
一
）

東
大
寺
点

長
寛
二

一
八

校
本
批
記
也

資
料
に
掲
げ
た
他
に
、
訓
点
語
と
訓
点
資
料
6
2
輯
掲
載
の
崎

（
注
1
）

村
弘
文
民
の
論
文
に
拠
れ
ば
、
詳
細
は
不
明
な
が
ら
九
州
大
学
に

2
点
　
（
と
も
に
院
政
期
の
資
料
で
、
丙
二
基
点
の
加
点
資
料
と
東
大

寺
点
の
加
点
資
料
）
　
の
玄
法
寺
儀
軌
の
下
巻
に
当
た
る
か
と
思
わ

れ
る
資
料
が
存
す
る
由
で
あ
る
。

玄
法
寺
儀
軌
の
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
加
点
資
料
の
分
布

一
六
四
）
　
初
冬
廿
八
日
於
勧
修
寺

酉
明
院
移
鮎
了
／
求
法
沙
門
朗
澄

U
O
東
寺
宝
菩
提
院
三
密
蔵
　
二
帖
　
　
へ
点
研
〉

（
奥
書
）
　
承
安
三
年
　
（
一
一
七
三
）
　
九
月
十
四
日
移
粘
了

金
剛
傭
子
顕
呆

∽
－
醍
醐
寺
四
九
六
1
1
4
6
　
一
帖
　
　
（
巻
下
）
　
　
（
醍
醐
寺
研

究
紀
要
8
・
築
島
論
文
）

○
院
政
期
寓
、
尾
欠
、
東
大
寺
点

真

言

宗

小

野

流

の

関

係

資

料

と

判

断

さ

れ

る

東

大

寺

点

加

点

資

料

は
、
四
資
料
が
管
見
に
入
っ
た
が
、
院
政
期
以
降
の
加
点
資
料
で

あ
っ
て
、
奥
書
か
ら
は
訓
読
の
系
統
的
展
開
の
跡
を
十
分
に
辿
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

東 円

真

言

宗 仮 叡

池

上

阿 弟 宝 弟 寺 酉

天

台

宗

大 堂 系 名 山 閲 四 櫨
一 日

J
臼
l

墓 系

寺

点

点 統 点 点 梨

点

群

点

院

点

群

点
系 点 統

平

安

初

期

1 1

平

安

中

期

1 2 1 5

平

安

後

期

4 2
＿

1 1 3 1 1 3

院

政

期

1 1 1

鎌

倉

時

代

訓
点
等
未
詳

◎
天
台
関
係
か

U
N
無
効
寺
　
一
巻

承
徳
二
年
　
（
一

∽
望
口
水
歳
　
二
帖

（
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
日
録
）

〇
九
八
）
　
二
月
八
日
未
時
書
方
了
　
侍
領
勒
長

（
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
日
録
）

（
奥
書
）
　
建
暦
二
年
　
（
一
二
一
二
）
　
五
月
六
日
勘
付
科
文
了

花
押

次
に
、
胎
蔵
四
部
儀
軌
の
内
、
大
艮
虚
達
郎
成
仏
神
変
加
持
経

蓮
華
胎
歳
菩
提
障
標
臓
普
通
真
言
歳
広
大
成
就
瑜
伽
　
［
青
髄
寺
儀

軌
］
　
三
巻
　
（
法
全
）
　
の
加
点
資
料
は
、
以
下
の
も
の
が
管
見
に

入
っ
た
。

真
言
宗
邸
頗

《
　
広
沢
流
関
係
）



◎
円
堂
点
資
料

㌍
高
山
寺
第
一
八
四
函
第
6
5
号
　
一
帖
　
（
巻
中
）

○
院
政
期
鳥
、
朱
点
　
（
仮
名
、
円
堂
点
、
院
政
期
）

◎
浄
光
房
点
資
料

い
い
東
寺
観
智
院
第
二
九
函
第
2
号
　
二
巻

○
天
永
四
年
方
、
朱
点
　
（
仮
名
、
浄
光
房
点
、
天
永
四
年
）

（
奥
書
）
　
［
1
］
　
（
朱
書
）
　
「
天
永
四
年
（
＝
　
二
二
）
　
閏
四
月

十
日
帽
於
冷
泉
院
移
粘
畢
　
大
法
師
宗
範
之
本
／
同
十
六
日

奉
交
了
」

【
2
］
　
天
永
四
年
潤
三
月
廿
一
日
於
冷
泉
院
壇
所
奉
宕
了

（
朱
書
）
　
「
同
四
月
十
六
日
移
粘
了
　
求
法
比
丘
宗
範
之
本
也

／
廿
五
日
奉
受
了
」

（
別
錬
）
　
「
永
徳
四
年
　
（
一
三
八
四
）
　
正
月
十
四
日
封
議
了
棒

大
僧
都
賢
哲
㌍
プ
此
本
蹄
林
僧
正
請
来
也
与
智
謹
本
大

異
也
」

真
言
宗
広
沢
流
関
係
の
資
料
と
し
て
、
円
堂
点
資
料
と
、
浄
光
房

点
資
料
と
が
認
め
ら
れ
る
。

《
　
小
野
流
関
係
）

◎
東
大
寺
点
資
料

現
醍
醐
寺
三
賓
院
経
蔵
三
七
五
1
1
　
三
帖
（
点
本
書
目
）
　
（
醍

醐
寺
研
究
紀
要
8
・
築
島
論
文
）

○
永
保
二
年
寓
、
朱
点
　
（
仮
名
、
東
大
寺
点
、
応
徳
三
年
）

（
奥
書
）
　
［
巻
上
］
　
応
徳
三
年
　
（
一
〇
八
六
）
　
壬
二
月
廿
五

日
大
谷
北
堂
移
お
了
午
時
也
／
（
別
隼
）
　
「
兼
俊
之
本
」
／

（
別
錬
二
）
　
「
沙
門
党
巌
之
本
」

［
巻
中
］
　
永
保
二
年
　
（
一
〇
八
二
）
　
七
月
十
六
日
午
時
辞

書
宕
了
　
兼
俊
之
本

応
徳
三
年
閂
二
月
廿
七
日
午
時
移
黙
了
　
大
谷
北
堂
□
也

［
巻
下
］
　
永
保
二
年
七
月
十
六
日
午
時
許
書
焉
了
兼
俊
本

（
朱
書
）
　
「
応
徳
三
年
閏
二
月
廿
七
日
午
時
移
粘
了
　
大
谷
北

堂
□
也
」

（
別
箪
）
　
「
治
承
五
年
　
（
一
一
八
一
）
　
正
月
廿
八
日
侍
領
之
求

法
沙
門
党
厳
之
本
」

（
注
、
［
巻
中
］
　
ノ
奥
書
ハ
点
本
書
目
こ
ヨ
ル
、

他
ハ
築
畠
論
文
。
）

∽
↓
東
寺
観
智
院
第
一
三
四
函
第
1
号
　
二
帖

○
嘉
承
三
年
　
（
一
一
〇
八
）
　
方
、
朱
点
　
（
仮
名
、
東
大
寺

点
、
元
永
二
年
）
、
墨
点
　
（
仮
名
、
院
政
期
）

（
奥
書
）
　
［
中
］
　
嘉
承
三
年
八
月
十
日
酉
時
書
了
／
小
野
大

乗
院
之
内
南
小
御
堂
書
之

（
朱
書
）
　
「
元
永
二
年
十
月
九
日
申
時
以
松
本
御
本
鮎
了
」

天
養
元
年
　
（
一
一
四
二
四
）
　
八
月
三
日
於
金
剛
峯
寺
奉
受
円

如
房
了
／
求
法
沙
門
顕
厳
／
同
学
仁
和
寺
中
納
言
内
供
阿

閤
梨［

下
］
　
天
仁
元
年
　
（
一
一
〇
八
）
　
八
月
廿
一
日
於
酉
危
害

之
了

長
承
三
年
　
（
一
二
二
四
）
　
四
月
九
日
借
受
了
　
□
　
（
賓

カ
）
　
海

天
養
元
年
八
月
四
日
借
受
了
於
金
剛
峯
寺
顕
巌
／
検
校
阿

閤
梨
御
倖
／
同
学
仁
和
寺
中
納
言
内
供

平
治
元
年
　
（
一
一
五
九
）
　
七
月
八
日
於
金
剛
峯
寺
奉
受
了

／
□
□
□
　
宗
恵

試
高
山
寺
第
六
二
函
第
1
2
4
号
　
三
帖

○
院
政
期
方
、
朱
点
　
（
仮
名
、
東
大
寺
点
、
保
安
二
年
）

（
童
㌫
一
崇
〕
藷
覧
摘
謂
蝮
和
し

（
朱
書
）
　
「
同
五
月
十
一
日
移
鮨
了
」
　
／
（
別
筆
）
　
「
高
野
借

受
了
」

［

2

］

（
朱
竺
「
保
安
二
年
慧
月
十
一
日
移
写
」
／
高

野
侍
受
了



い
り
石
山
寺
探
密
第
六
九
函
第
9
号

○
院
政
期
寓
、
朱
点
　
（
仮
名
、

合
高
山
寺
第
一
八
四
函
第
7
5
号

○
院
政
期
寓
、
朱
点
　
（
仮
名
、

舎
高
山
寺
第
一
八
四
函
第
7
6
号

○
院
政
期
寓
、
朱
点
　
（
仮
名
、

（
奥
書
）
　
交
了

二
帖

東
大
寺
点

一
帖

東
大
寺
点

一
帖

東
大
寺
点

（
巻
上
・
中
）

院
政
期
）

（
巻
中
）

院
政
期
）

（
巻
下
）

院
政
期
）

（
朱
書
）
　
「
同
五
月
七
日
於
交
粘
了
」

烏
高
山
寺
第
一
四
九
函
第
6
1
号
　
一
帖
　
　
（
巻
上
）

○
鎌
倉
初
期
寓
、
朱
点
　
（
仮
名
、
東
大
寺
点
、
鎌
倉
初
期
）

（
奥
書
）
　
大
艮
虚
達
郎
経
巻
上
戎
本
内
題
也

（
別
筆
朱
書
）
　
「
交
粘
了
」

《
　
高
野
山
関
係
資
料
）

◎
中
院
僧
正
点
資
料

お
高
野
山
西
南
院
　
一
帖
　
　
（
巻
中
）
　
　
（
点
本
論
考
）

○
院
政
初
期
寓
、
朱
点
（
仮
名
、
中
院
僧
正
点
、
院
政
初
期
）

（
奥
書
）
　
解
脱
房
阿
閤
梨
奉
受
了

未
詳

◎
特
殊
点

監
石
山
寺
校
倉
第
九
函
第
1
号
　
三
巻

○
平
安
中
期
君
、
朱
点
　
（
仮
名
、
特
殊
点
、
長
保
頃
）
、
塁

点
　
（
仮
名
、
長
久
二
年
頃
）

（
奥
書
）
　
［
下
］
　
長
久
二
年
　
（
一
〇
四
一
）
　
十
一
月
九
日
讃

受
了

（
別
等
）
　
「
延
久
四
年
　
（
一
〇
七
二
）
　
七
月
廿
九
日
始
侍
申
／
巽

院
君
潤
六
月
了
」

（
別
筆
2
）
　
「
承
暦
三
－
（
一
〇
七
九
）
　
三
月
七
日
奉
侍
教
舜
良

′
　
繹
二
院
了
」

◎
訓
点
未
詳

合
音
水
歳
　
三
巻
一
冊
　
　
（
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
日
録
）

（
奥
書
）
　
永
詐
二
年
　
（
九
九
〇
）
　
於
高
野
山
護
永
富

小
野
流
関
係
の
東
大
寺
点
加
点
資
料
は
、
平
安
後
期
末
以
降
の
加

点
資
料
で
あ
る
が
、
七
点
存
す
る
。
さ
ら
に
、
中
院
僧
正
点
加
点

資
料
が
一
点
存
し
て
、
真
言
宗
に
お
け
る
加
点
資
料
の
ヲ
コ
ト
点

法
の
多
様
さ
が
認
め
ら
れ
る
。
系
統
未
詳
分
の
う
ち
、
青
蓮
院
吉

水
歳
の
資
料
番
号
畠
の
資
料
は
、
奥
書
に
高
野
山
と
あ
っ
て
、
或
い

は
、
真
言
宗
高
野
山
と
何
ら
か
の
関
係
を
有
す
る
資
料
か
も
し
れ

（
注
2
）

な
い
。

青
梅
寺
儀
軌
の
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
加
点
資
料
の
分
布

特
中 東 浄 円

真
言

院 大 光 堂 宗

殊 曽イ 寺 房 点 系

点 正
点

点 点 統

平
安
初
期

平
安
中
期

1 1

平
安
後
期

1 5 1 1

院
政
期

1

鎌
倉
時
代

大
毘
慮
遮
那
広
大
儀
軌
　
［
広
大
儀
軌
］
　
三
巻
　
（
善
無
量
）
　
の
加

点
資
料
は
、
以
下
の
も
の
が
管
見
に
入
っ
た
。

真
言
宗
邸
頗

《
　
小
野
流
関
係
）

◎
東
大
寺
点
資
料

宗

醍

醐

寺

四

九

六

1

1

4

4

究
紀
要
8
・
築
島
論
文
）

一
帖
　
　
（
巻
下
）

《
広
大
俵
軌
力
存
疑
）

（
醍
醐
寺
研

○
東
大
寺
点

（
奥
書
）
　
（
朱
書
）
　
「
長
承
三
年
　
（
一
二
二
四
）
　
七
月
一
日
於
還



智
院
移
黙
了
」

烏
石
山
寺
探
密
第
六
九
函
第
2
6
号
　
一
帖

○
院
政
期
寓
、
朱
点
　
（
仮
名
、
東
大
寺
点
、

畠
石
山
寺
探
密
第
六
九
函
第
1
3
号
　
一
帖

○
院
政
期
為
、
朱
点
　
（
仮
名
、
東
大
寺
点
、

（
巻
上
）

院
政
期
）

（
巻
中
）

院
政
期
）

経

大

悲

胎

歳

転

字

輪

成

三

貌

三

仏

陀

入

八

秘

密

六

月

成

就

儀

軌

［
擁
大
儀
軌
］
　
三
巻
　
（
着
無
畏
）
　
の
平
安
鎌
倉
時
代
の
加
点
資
料

は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

天
台
宗
膠
頗

◎
第
四
群
点
資
料

日
東
寺
観
智
院
第
二
六
函
第
1
5
号

○
平
安
初
期
寓
、
自
点
　
（
仮
名
、
第
四
群
点
、
平
安
中
期
）
　
奥

書
ナ
シ

畠
東
寺
観
智
院
第
二
二
一
函
第
5
9
号
　
三
帖

○
南
北
朝
時
代
寿
、
朱
点
（
仮
名
、
東
大
寺
点
、
文
和
三
年
）

（
奥
書
）
　
［
下
］
　
建
久
四
年
　
（
一
一
九
三
）
　
十
月
七
日
奉
博

受
／
栄
然
（
以
上
本
奥
書
）

文
和
三
年
（
三
五
四
）
十
月
八
日
腎
東
寺
西
院
一
部
三

巻
拭
老
眼
加
交
粘
畢
／
宋
音
㌢

《
　
石
山
寺
関
係
）

◎
順
暁
和
尚
点
資
料

∽
○
石
山
寺
校
倉
第
九
函
第
8
号
　
二
巻

○
平
安
中
期
寓
、
墨
点
（
仮
名
、
順
暁
和
尚
点
、
淳
祐
点
カ
）

着
無
為
の
広
大
儀
軌
は
東
大
寺
点
加
点
資
料
が
四
点
、
平
安
中

期
の
順
暁
和
尚
点
加
点
資
料
が
一
点
認
め
ら
れ
る
。

広
大
儀
軌
の
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
加
点
資
料
の
分
布

真
言
宗
厨
頗

《
　
広
沢
流
関
係
）

◎
円
堂
点
資
料

u
N
東
寺
三
密
歳

三
帖
　
（
新
版
鮎
本
書
目
（
円
堂
点
）
）
　
（
点
研
）

（
奥
書
）
　
長
元
七
年
　
（
一
〇
三
四
）
　
閏
六
月
十
四
日
お
之

長
元
六
年

康
平
三
年

〇
三
三
）

〇
六
〇
）

四
月
二
十
九
日
書
了

九
月
二
十

日
受
始
十
月
七
日
終
之
廊

．
：
煽
情
宗
系
統
　
平
安
初
期
平
安
中
期
平
安
後
期
院
政
期
鎌
勘
町
代

［
＝
懐
矧
回
目
［
日
日
〓
］
［
日
日
］
∩
日
日
］
［
且
［
〓
＝
回
］

［
＝
困
鳳
㈲
且
［
〓
］
［
〓
日
出
］
［
〓
］
［
〓
］
［
〓
］

次
に
、
棒
大
昆
慮
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
入
蓮
華
胎
歳
海
会
悲

生
旦
陀
羅
広
大
念
硝
軌
供
養
方
便
会
・
揺
大
塩
慮
遮
那
経
大
菩
提

悼
諸
尊
密
印
標
幡
豆
陀
羅
儀
軌
・
揺
大
足
虚
遮
那
成
仏
神
変
加
持

僧
都
所
停
也

嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
五
月
廿
一
日
南
岳
律
師
奉
受
静

寛
侍
領
資
能
之

u
u
高
山
寺
重
文
一
部
2
6
号
三
帖

○
院
政
期
寓
、
朱
点
（
仮
名
、
円
堂
点
、
院
政
期
）
、
江
戸
時
代

包
紙
「
理
明
房
相
伝
之
本
也
」

恐
高
山
寺
蔵
第
一
八
四
函
第
7
9
号
一
帖
（
巻
第
三
）

○
院

．
政
期
寓
、
朱
点
（
仮
名
、
円
堂
点
、
院
政
期
）

《
小
野
流
関
係
）

◎
東
大
寺
粘
資
料

∽
∽
石
山
寺
校
倉
第
二
六
函
第
5
8
号
一
帖
（
巻
上
）

○
久
寿
三
年
寓
、
朱
点
（
仮
名
、
東
大
寺
点
、
久
毒
三
年
）

（
奥
書
）
久
幸
三
年
（
一
一
五
六
）
四
月
十
日
於
勧
修
寺
賓

清
院
移
粘
了
末
寺
沙
門
叡
眞

二
一



《
　
高
野
山
関
係
）

◎
喜
多
院
点
資
料

崇

高

山

寺

第

一

三

二

函

第

1

0

号

○
院
政
期
為
、
朱
点
　
（
仮
名
、

笥
高
山
寺
第
一
八
九
函
第
3
9
号

○
院
政
期
為
、
朱
点
　
（
仮
名
、

琵
高
山
寺
第
一
九
〇
函
第
1
0
、
号

○
院
政
期
寓
、
朱
点
　
（
仮
名
、

一
帖
　
　
（
巻
上
）

喜
多
院
点
、
院
政
期
）

二
帖
　
　
（
巻
中
・
下
）

喜
多
院
点
、
院
政
期
）

一
帖
　
　
（
巻
中
）

喜
多
院
点
、
院
政
期
）

接
大
儀
軌
に
つ
い
て
は
、
平
安
中
期
の
第
四
群
点
加
点
資
料
が

認
め
ら
れ
、
天
台
宗
関
係
か
と
推
定
さ
れ
る
他
は
、
何
れ
も
真
言

宗
関
係
の
加
点
資
料
で
あ
っ
　
て
、
円
堂
点
加
点
資
料
が
三
点
、
東

大
寺
点
加
点
資
料
が
一
点
、
喜
多
院
点
加
点
資
料
が
三
点
認
め
ら

れ
る
。

揺
大
儀
軌
の
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
加
点
資
料
の
分
布

書 東 円

真
言
宗 箔

天
台
宗多 大 堂 系 四 系

院 寺 点 統 群 ’兢
点 点 点

平
安
初
期

1

平
安
中

期

1

平
安
後
期

3 2

院
政
期

1

鎌
倉
時
代

以
上
の
胎
歳
四
部
儀
軌
の
現
存
加
点
資
料
に
つ
い
て
、
点
法
未

詳
で
未
確
定
の
資
料
を
除
き
整
理
し
て
一
覧
表
に
し
た
も
の
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
儀
軌
の
末
尾
に
配
し
た
表
で
あ
る
。

天
台
宗
・
真
言
宗
の
加
点
資
料
と
も
に
平
安
初
期
の
資
料
は
確

認

で

き

な

い

。

天

台

宗

の

加

点

資

料

は

、

玄

法

寺

儀

軌

に

お

い

て
、
点
法
も
多
様
に
現
れ
る
以
外
は
、
天
台
宗
系
の
可
能
性
の
あ

二
二

る
資
料
は
、
青
髄
寺
儀
軌
の
特
殊
点
、
積
大
儀
軌
の
平
安
中
期
の

第
四
群
点
が
存
す
る
の
み
で
、
平
安
後
期
と
院
政
期
お
よ
び
、
鎌

倉

時

代

に

は

、

青

龍

寺

儀

軌

、

広

大

儀

軌

、

接

大

儀

軌

の

現

存

加

点

資

料

が

管

見

に

入

ら

な

い

。

ま

た

、

現

存

資

料

は

、

平

安

後

期
・
院
政
期
に
お
い
て
の
資
料
が
多
く
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
も
の

が
少
な
い
。
こ
れ
に
比
較
し
て
、
真
言
宗
関
係
の
加
点
資
料
は
、

胎
歳
四
部
儀
軌
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
分
布
し
、
特
に
、
院
政
期

に

集

中

し

て

い

る

。

鎌

倉

時

代

の

加

点

資

料

は

減

少

傾

向

に

あ

る
。以

上
の
傾
向
は
、
管
見
の
及
ん
だ
現
存
の
加
点
資
料
の
整
理
に

基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
1
　
遺
漏
も
多
い
こ
と
と
思
わ
れ
、
ま
た
、

資

料

そ

の

も

の

の

現

存

自

体

が

、

偶

然

性

に

基

づ

く

も

の

で

あ

る

可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
天
台

宗
に
お
け
る
胎
威
儀
軌
の
訓
読
の
伝
統
は
、
胎
歳
四
部
儀
軌
に
わ

た
　
っ
て
幅
広
く
訓
読
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
特
に
平
安
後
半
期

に
は
、
専
ら
玄
法
寺
儀
軌
の
訓
読
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
方
、
真
言
宗
に
お
け
る

胎
蔵
儀
軌
の
訓
読
は
、
胎
蔵
四
部
儀
軌
の
総
て
に
わ
た
っ
て
訓
読

す
る
と
い
う
伝
統
が
存
し
、
天
台
宗
と
真
言
宗
と
の
胎
威
儀
軌
の

訓
読
に
お
け
る
伝
統
の
違
い
を
あ
る
程
度
反
映
し
た
結
果
で
あ
る

と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

二
、
宗
派
と
訓
読
法
の
伝
承

以
下
．
、
天
台
宗
・
真
言
宗
に
わ
た
っ
て
加
点
資
料
の
存
す
る
玄

法
寺
儀
軌
に
つ
い
て
、
そ
の
訓
読
語
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
取

り
上
げ
た
資
料
は
、
天
台
宗
寺
門
派
の
西
基
点
資
料
と
、
真
言
宗

小
野
流
の
東
大
寺
点
加
点
資
料
で
あ
る
。

先
に
も
述
べ
た
如
く
、
天
台
宗
寺
門
派
の
玄
法
寺
儀
軌
の
訓
読

の
場
の
形
成
と
伝
統
は
、
現
存
資
料
の
奥
書
な
ど
か
ら
あ
る
程
度

跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
玄

法
寺
儀
軌
の
訓
読
の
・
伝
統
は
、
訓
読
語
ま
た
は
訓
読
法
の
レ
ベ
ル

の
伝
承
を
ど
の
よ
う
に
果
た
し
た
も
の
で
あ
る
か
が
間
題
と
さ
れ



よ
、
つ
。

以
下
に
示
し
た
も
の
は
、
各
資
料
の
訓
読
法
の
比
較
で
あ
る
。

比

較

例

①

、

お

よ

び

比

較

例

②

は

、

資

料

番

号

5

の

東

寺

観

智

院

第
二
九
・
函
第
一
号
と
東
大
国
語
研
究
室
歳
の
資
料
番
号
8
の
二
資

料

の

訓

読

法

の

比

較

で

あ

る

。

資

料

番

号

5

の

末

寺

観

智

院

蔵

本

に

は

、

計

三

種

類

の

訓

点

が

加

点

さ

れ

て

い

る

。

二

種

類

の

朱

点

と
一
種
類
の
塁
点
と
で
あ
っ
　
て
、
そ
の
う
ち
二
種
類
の
朱
点
は
、

最

初

に

加

点

さ

れ

た

朱

点

が

薄

く

、

後

の

加

点

と

認

め

ら

れ

る

朱

点

は

泣

く

全

巻

に

わ

た

り

、

第

一

次

の

朱

点

を

な

ぞ

る

よ

う

に

重

ね

て

加

点

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

塁

点

は

、

一

次

の

朱

点

が

加

点

さ

れ

た

後

、

二

次

の

朱

点

が

加

点

さ

れ

る

前

に

加

点

さ

れ

た

と

認

め

ら

れ

る

も

の

で

一

次

の

朱

点

に

対

し

て

避

け

る

よ

う

に

位

置

を

ず

ら

し

、

又

は

、

左

傍

の

訓

な

ど

と

し

て

加

点

さ

れ

た

も

の

で

あ

ト

レ

　

　

　

　

　

を

握
二
智
－
慶
一

ち
l
こ

定
恵
　
内

▲

随
　
教
命
。

の

　

　

ハ

虎

　

牙
3

、

助

字

へ

ア
サ
　
（
へ
）
　
て
　
　
l
こ
せ
よ

叉
　
　
拳

ュ
き
九

担定
命

随

憲

　

内

へ（
聖
教
命

マ
シ
ヘ
て
　
　
　
に
せ
⊥

叉

　

拳

に

キ

虎
〈
聖
牙
「
竺
」

皆
　
結
　
金
剛
印
。

よ

　

　

　

を

し

て

　

　

く

　

せ

令
　
法
眼
道
　
…
久
住
。

骨
　
結
　
金
剛
印
。

し
て
　
シ
メ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
く

令
　
　
法
眼
道
…
久
住

る
。
三
種
類
の
点
は
何
れ

れ

る

。

一

方

、

東
大
国

同
じ
く
酉
基
点
の
加
点

語資

．
鳥
と
認
め
ら
れ
る

も

の

で

な
感
じ
の
存
す
る
資
料
で

で
あ
る
、
こ
の
二
資
料
に

漢

文

本

文

を

取

り

上

げ

て

取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

比
較
例
①

《
東
大
本
地
8
）

1
、
文
の
断
続
・
語
序

と
り
て
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ク
　
シ
ヤ
ク
を

執
羅
（
平
）
　
　
索

し
て

三
七
遍
加
持

も研料ああつ

平
安
後
期
の
加
点
で
あ
る
と
認
め
ら

兜でるるきそ

室
ヽ富力0

歳
の
資
料
番
号
8
の
資
料
は
、

文
治
二
年
　
（
一
一
八
六
）
　
の
加

、
ヲ
コ
ト
点
等
に
少
々
不
安
定

約
二
百
年
を
隔
て
た
加
点
資
料

儀
軌
の
陀
羅
尼
部
分
を
除
い
た

の
訓
読
法
を
比
較
し
そ
の
異
同
を

4
、
読
漆
語

に

左
　
慧
－
方

セ
ヨ

施
（
平
）
無
畏
（
平
）

せ
上

内
緒
（
去
）
。

せ

て

　

　

　

　

あ

り

井
　
妃
（
平
）
。

に
は
1
r
り
ツ
レ
　
　
　
と
こ
▼
ウ

の

左施
無に

内
縛て

井

《
観
智
院
本
m
5
）

（
　
「
」
　
を
付
し
た
も
の
は
塁
点
）

と
九
ウ
　
　
　
　
キ

執
羅
索
。

せ
ヱ

三
七
遍
加
持
　
。

し
て
　
す
ヘ
シ

行
1
着
稽
－
首
礼

し
て
か
　
の

修
行
　
　
幾
時
1
月

2
、
実
字
訓

行
者
稽
首

す
る
こ
と
　
　
の

Li
T

0に
し
て
か

修
行

幾
時
月

定
　
　
操
　
　
瓶
　
〈
去
濁
）
。

と
は
下
り
　
（
ツ
）
　
九
　
を

定
　
持
　
杖
〈
去
ぶ
こ
．
。

水
天

ビ
ラ
キ

二
空
　
開

ト

れ

　

　

の

せ

風
　
捻
．
空
輸
節
（
那
）
。

キ
ヤ
ク
の
　
　
　
な
り

戟
　
印
。

し

　

ふ

　

　

　

　

を

應
結
　
蓮
花
印
。

を
モ
’

大
護5

、
音
読
・
訓
読

の

コ

ヘ

咋
〈
平
）
－
字
　
馨
（
郁
）
、

に

完
に

走水
工

二
血

風
キ
ヤ
ク

戟し

・
一
‘

天空

　

開

は

　

と

れ

捻 慧畏
せ
よ

0妃，
・
レ牒持

方
を
せ
よ

°
と
あ
り

0

一
Y

瓶
（
貴
慮
こ
。

れ

　

　

そ

杖
。

い
て

の
を

空
輸
節
｛
訓
）

な
り

（
人
望
印

▲

應
結
　
蓮
花
　
印
。

も
て

大
護



の各
（
竺

せ
て

井

　

一

と
　
（
ツ
）
　
て

執

差
別
。

の

　

　

　

　

　

　

と

も

り

二
音
）
修
羅
王
。

l

（
馴
）
刀
（
圭
）

の

呑
属
諸
　
仙
、

’
イ
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

安
　
本
－
虞

－
r
　
　
ゝ
ニ
ワ

五
輪
　
投
（
平
）
地

し
て
　
タ
・
ス

不
　
断
　
大
乗
教

な
h
ツ

各
－
差
別
。

て
ブ
タ
「
リ
ノ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
あ
り

井
　
二
　
（
聖
修
羅
王
。

て
　
「
し
て
」
　
　
　
を
　
「
を
」

執
　
　
刀

呑
属
諸
－
仙

し

て

　

　

　

　

　

ヒ

安
　
〈
去
）
本
虜

た

　

　

　

ナ

ケ

チ

　

　

に

五
〈
平
）
輪
（
去
）
投
　
地

し

て

せ

　

　

　

　

　

　

l

不
　
断
（
音
〉
大
乗
教

2

、

実

字

訓
ビ

ラ

ケ

’

リ

蓮
－
花
　
数

の
　
　
　
　
　
　
か
ミ
∴
に

賓
〈
音
〉
上

ー7

蓮
華

の管
（
音
）

二
日

〈
他
類
例
四
例
）

シ
ケ
「
と
こ
フ
ケ
タ
u
L

敦

へ
と
　
「
カ
ミ
ニ
」

上〈
他
類
例
九
例
）

6

字
音

、
ト
．

波
頭

の

両
（
上
〉
－
雲
（
上
）

ツ

波
（
ま
）
頭
（
上
空

の

雨
（
去
）
－
雲
「
（
平
＝

訓
読
法
の
異
同
は
、
右
に
掲
げ
た
ご
と
き
も
の
で
あ
る
が
、
文

の
断
続
の
異
同
や
語
序
の
異
同
を
は
じ
め
、
実
字
の
訓
、
助
字
の

訓
法
、
読
み
添
え
語
、
音
読
訓
読
の
異
同
や
字
音
の
異
同
な
ど
の

各
項
目
に
亙
っ
て
の
異
同
が
存
す
る
。

先
に
掲
げ
た
比
較
例
①
は
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本
と
末

寺
観
智
院
本
の
朱
点
と
の
訓
読
法
を
比
較
し
、
訓
読
が
異
な
る
も

の
を
掲
げ
た
も
の
で
、
次
の
比
較
例
②
以
外
の
確
認
し
た
全
異
同

例
で
あ
る
。
後
に
一
覧
表
を
掲
げ
た
が
、
最
上
段
の
異
同
用
例
数

が
こ
れ
に
あ
た
る
。
総
数
三
二
例
を
確
認
し
た
。

比
較
例
②

3

、

助

字

し
て
　
ア
リ
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
へ
に

而
　
在
窯
－
蓮
（
去
）
上
。

4
、
読
添
語

の

　

　

　

　

　

を

　

’

堅
－
恵
　
杵

は
　
　
　
れ
h
ツ
　
　
の
　
に

頂
－
髪
　
垂
　
左
肩
。

も
　
「
し
て
」
　
　
り
　
　
　
　
の
　
ヘ
ビ

而
　
在
　
黒
蓮
上
。

「
ノ
」
　
　
を

墜
－
窓
　
枠

は
　
「
’
レ
ニ
ッ
」
た
り
　
の
　
に

頂
－
髪
　
　
垂
　
　
左
肩
。

〈
他
類
例
三
七
例
）

5
、
音
読
・
訓
読

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る

其
身
（
朗
）
浅
黄
等
）
色
等
こ
。

し
て

頸
－
冠
（
上
）

の其
身
蕪
」
浅

カ
ケ
へ
一
－
に

頭
「
－
」
冠
「
（
上
）

（
他
類
例

な
も

貴
　
書
こ
色

し
て

」
（
音
）

一
〇
例
）

《
東
大
本
随
。
0
）

1
、
文
の
断
続
・
語
序

ノ
ヘ
ヨ
　
　
　
　
　
を

内
拳
、
中
　
風
輪
。

は
　
て
　
の
　
　
へ
に
　
ソ
ハ
タ
て
　
（
ヨ
）

火
入
胸
前
　
　
側

〈
観
智
院
本
ぬ
5
）

「
ノ
へ
ヨ
」
　
　
　
　
　
を

内
拳
、
中
　
　
風
輪
。

て

は

　

て

「

の

」

　

へ

に

　

　

　

「

ソ

ハ

タ

’

ヨ

こ

火
入
胸
　
前
　
　
　
側

に
　
　
　
　
　
　
（
ソ
）
　
は
め
上

6
、
字
音

金
剛
牙
（
去
竺
菩
薩

サ
イ
ト

彗
　
（
平
）［

比
較
例
②
の
例
外
］

ケ

金
剛
牙
「
琵
洞
盲
薩

（
他
類
例
一
三
例
）

セ
イ
「
サ
イ
h
r
L

彗
　
（
平
〉（

他
類
例
三
例
）



ひ
じ
　
　
　
ひ
マ
ツ
ヘ

二
空
互
　
相
校

は

　

　

せ

よ

空

　

竪

二
空

「
ハ
」

空
、

ひ
に
　
　
ひ
「
マ
シ
へ

互

　

相

晋
だ
せ
上
　
「
’
’
∃
J

ヨ
」
　
？
料
へ

絞

比
較
例
②
に
掲
げ
た
訓
読
法
の
異
同
例
は
、
同
じ
く
東
京
大
学

音字 読訓読音 語速読 字助 訓宇美 序語 続断の文

2 8 21 2 4 1 3 同異法読訓肌
…

審二四
観
字

書
大

東
舶

001 21 93 1 11 4 2

同
和

異

＿

法
点

帽
僅

謬興
…

甘
四
散
享

寺
大

東
京東

4 63 871 3 12 7 ∴53 教同異法読訓愉
掛

観
心

寺
随

東

1 03 432 4 42 00 54
数同異‘法読訓伸

輔
椴
山

寺
石

東

0 51 881 81 5 72 96
同異法読勘

煎

国
語
研
究
室
蔵
本
と
末
寺

観
智
院
本
の
朱
点
と
の
訓

読
法
を
比
較
し
た
異
同
例

で
あ
る
が
、
東
大
蔵
本
の

訓
読
は
、
観
智
院
蔵
本
の

朱
点
の
訓
読
と
は
異
な
る

も
の
の
、
同
じ
く
観
智
院

蔵
本
に
加
点
さ
れ
た
墨
点

の
訓
読
法
に
一
致
す
る
も

の
で
、
そ
の
用
例
数
は
上

表
、
訓
読
法
異
同
用
例
数

表
の
第
二
段
目
の
如
く
分

布
し
、
総
数
八
七
例
を
認

め
た
。即

ち
、
院
政
期
最
末
期

の
加
点
と
認
め
ら
れ
る
東

大
蔵
本
の
訓
読
は
、
平
安

後
期
の
観
智
院
蔵
本
に
認

め
ら
れ
る
二
種
類
の
訓
点

の
訓
読
法
の
内
、
墨
点
の

訓
読
法
に
一
致
率
が
高
く

こ
の
系
統
の
訓
読
　
（
墨
点

は
末
寺
観
智
院
蔵
本
の
奥

書
の
実
相
房
頗
豪
の
訓
読

と
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
と
推
定
さ
れ
る
）
　
を
受

け
継
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、

比
較
例
に
例
外
が
あ
る
如

く
、
東
大
蔵
本
の
訓
読
は
、
東
寺
観
智
院
蔵
本
の
墨
点
の
訓
読
を

細
部
に
わ
た
る
ま
で
厳
密
に
伝
え
た
も
の
で
は
な
く
、
訓
読
法
の

異
同
が
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
院
政
期
に
お
け
る
、
訓

読
法
の
改
変
が
介
在
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
観
智
院

蔵
本
の
中
に
お
け
る
朱
点
と
墨
点
の
訓
読
法
の
異
同
も
又
、
平
安

後
期
に
お
け
る
改
変
の
跡
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

次
に
、
他
の
酉
基
点
資
料
の
平
安
後
期
、
院
政
期
の
天
台
宗
寺

門
派
　
（
酉
基
点
資
料
）
　
の
訓
読
に
つ
い
て
触
れ
る
。
右
に
掲
げ
た

訓
読
法
異
同
用
例
数
表
の
第
三
段
目
に
示
し
た
も
の
は
、
同
じ
く

東
寺
観
智
院
蔵
本
の
訓
読
と
、
資
料
番
号
3
随
心
院
歳
平
安
後
期

点
の
訓
読
と
を
比
較
し
た
訓
読
法
の
異
同
数
で
あ
る
。
随
心
院
蔵

本．
t．

刀
るま料

に
ヽ

のな

つ

い

て

は

、

先

に

か

か

げ

た

奥

書

を

有

す

る

資

料

で

あ

る

奥
書
は
、
「
承
暦
二
年
四
月
廿
六
日
　
（
以
下
破
損
）
　
」
　
と
あ

み
で
あ
っ
て
、
奥
書
か
ら
は
当
該
資
料
の
資
料
性
は
明
確
で

い
。
西
基
点
の
加
点
に
よ
っ
　
て
、
天
台
宗
寺
門
派
系
統
の
資

と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
資
料
は
、
他
の
酉
基
点

資
料
と
は
陀
羅
尼
の
加
点
に
つ
い
て
些
か
異
な
っ
た
特
徴
を
有
す
．

る
資
料
で
あ
る
。
陀
羅
尼
の
漠
字
音
に
つ
　
い
て
有
気
音
・
無
気

昔
、
又
、
そ
の
清
濁
を
そ
れ
ぞ
れ
区
別
仕
分
け
て
加
点
し
た
資
料

で
あ
り
、
す
く
な
く
と
も
玄
法
寺
儀
軌
の
他
の
酉
基
点
資
料
に
お

い
て
は
陀
羅
尼
の
加
点
に
、
圏
点
や
及
点
、
三
角
形
の
声
点
な
ど

を
使
用
し
清
濁
を
区
別
し
た
も
の
は
存
す
る
も
の
の
、
有
気
音
・

無
気
音
を
区
別
す
る
よ
う
な
方
法
を
用
い
た
も
の
を
知
ら
な
い
。

又

、

一

般

に

西

基

点

資

料

に

お

い

て

こ

の

よ

う

な

往

昔

方

式

を

採
っ
た
儀
軌
の
資
料
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
陀

羅
尼
に
つ
い
て
で
は
あ
・
る
が
、
一
般
の
酉
基
点
資
料
と
は
異
な
っ

た
字
音
の
研
究
的
感
度
が
伺
え
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
資
料
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
．
つ
随
心
院
蔵
本
の
漢
文
部
分
に
つ
い

て
東
寺
観
智
院
蔵
本
の
訓
読
と
比
較
し
た
も
の
が
訓
読
法
異
同
用

例
数
表
の
第
三
段
の
用
例
数
で
あ
る
。
こ
の
訓
読
法
の
異
同
の
比

較
は
、
随
心
院
蔵
本
の
訓
読
法
と
東
寺
観
智
院
蔵
本
の
朱
点
と
の

異
同
例
を
中
心
と
し
凌
も
の
で
あ
る
が
、
随
心
院
蔵
本
の
訓
読
が

観
智
院
蔵
本
ゐ
墨
点
の
訓
読
と
一
致
を
示
し
た
場
合
こ
れ
を
除
外

二
五



し
た
も
の
で
あ
る
。
計
、
二
八
四
例
の
異
同
例
を
確
認
し
た
。
そ

の
内
の
読
添
語
の
異
同
例
は
一
七
八
例
と
か
な
り
の
用
例
数
に
登

る
が
、
観
智
院
蔵
本
で
読
点
を
打
つ
な
ど
し
て
読
添
語
の
な
い
箇

所
に
、
随
心
院
蔵
本
で
は
助
詞
　
「
と
」
　
を
読
み
添
え
た
異
同
例

が
、
八
九
例
出
現
す
る
。

訓
読
法
異
同
用
例
数
表
四
段
目
に
掲
げ
た
も
の
は
、
同
じ
く
東

寺
観
智
院
蔵
本
の
訓
読
と
資
料
番
号
6
の
石
山
寺
校
倉
第
九
函
第

6

号

の

訓

読

を

比

較

し

た

異

同

の

用

例

数

を

掲

げ

た

も

の

で

あ

る
。
・
石
山
寺
校
倉
第
九
函
第
6
号
に
は
、
朱
点
、
白
点
、
塁
点
、

緑
青
点
の
四
種
類
の
訓
点
が
加
点
さ
れ
て
お
り
、
内
、
朱
点
と
白

点
と
は
宝
憧
院
点
を
使
っ
た
も
の
で
あ
る
。
墨
点
と
緑
青
の
訓
点

は
、
酉
基
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
比
較
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ

た
訓
点
は
、
墨
点
で
、
奥
書
の
別
筆
の
久
安
の
記
事
に
対
応
す
る

二
六

基
点
の
加
点
資
料
に
お
け
る
訓
読
法
は
、
伝
承
的
な
側
面
を
強
く

持
ち
な
が
ら
も
、
異
同
例
が
か
な
り
の
数
に
登
る
資
料
が
併
存
し

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
真
言
宗
小
野
流
に
お
け
る
訓
読
の
問
題
を
取
り
上
げ
る

こ
と
と
す
る
。
訓
読
法
異
同
用
例
数
表
の
最
下
段
は
、
資
料
番
号
N
∞

の
高
山
寺
蔵
本
と
資
料
番
号
N
∽
の
東
大
国
語
研
究
室
蔵
本
の
訓
読
を

比
較
し
た
異
同
例
で
あ
る
。
具
体
的
な
比
較
例
は
、
以
下
に
比
較

例
③
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。

比
較
例
③

1
、
文
の
断
続
・
語
序

も

の

で

あ

る

。

観

智

院

蔵

本

と

の

比

較

に

お

い

て

は

観
智
院
蔵
本
の
朱
点
と
の
比
較
を
行
っ
た
も
の

と

の

異

同

例

も

観

智

院

蔵

本

の

基

点

と

一

致

す

取

り

上

げ

て

い

な

い

。

そ

の

異

同

の

総

数

は

る
。
こ
の
う
ち
、
読
添
語
の
異
同
例
二
三
四
例

と
同
じ
く
、
観
智
院
蔵
本
に
お
い
て
読
漆
語
の

石
山
寺
蔵
本
に
助
詞
　
「
と
」
　
を
読
み
添
え
た
例

で
あ
る

る
例
は

三
四

に
つ
　
い

な
い
と

が
、
九

前が

と
同
様

、
朱
点

、

こ

れ

を

六

例

で

あ

て

は

、

前

こ
　
ろ
に
、

五
例
。
特

ィ
、
文
の
断
続

《
高
山
寺
蔵
本
恥
N
∽
）

す

　

　

し

悉
皆
俄
悔
　
不
復
作
。

す

る

じ

　

　

　

を

安
立
　
器
世
間
、

《
東
大
歳
本
地
N
u
V

し
て

悉
皆
俄
悔
　
不
復
作
。

〈
他
類
例
四
五
例
）

よ

　

　

　

　

　

　

を

安
立
　
器
世
間
。

〈
他
類
例
二
二
例
）

に
文
末
に
お
い
て
観
智
院
蔵
本
が
、
動
詞
の
命
令
形
又
、
終
止
形

に
訓
読
す
る
と
こ
ろ
や
、
　
「
あ
り
」
　
「
な
り
」
　
を
読
み
添
え
た
箇

所

に

、

石

山

寺

蔵

本

墨

点

で

別
の
読
み
添
え
を
行
っ
　
て
い

添

語

の

異

同

二

三

四

例

中

の

る
。

は
　
「
h
ソ
」

る
例
が
、

一
五
七
例

「
た
り
」
　
を
読
み
添
え
て

六
二

は
類

例
存
し
て
い
る
。
読

型
的
な
異
同
例
で
あ

ロ
、
語
序

の

　

　

に

　

　

　

か

0

我
今
依
経
要
略
（
反
）
　
説
自
利
利

の他
悉
地
法
、
真
　
言
次
第
方

の

　

　

こ

と

を

　

　

　

の

　

　

　

そ

便
行
費
起
　
　
信
解
勝
妙
門
。

石
山
寺
蔵
本
中
の
緑
青

あ
る
部
分
で
は
剥
落
が
ま

点
の
訓

げ

し

く

こ
の
緑
青
点
自
体
が

に

　

　

　

　

　

し

て

　

て

我
今
依
経
（
反
〉
要
略
　
説
自

の

　

　

の

　

　

　

の

利
利
他
悉
地
法
真
言
次
第

の
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
シ
フ
ム

方
便
行
〈
反
〉
費
－
起
　
信

l

解
勝
妙
門
〈
反
〉

〈
他
類
例
二
六
例
）

玄
法
寺
儀
軌
下
巻
の
全
文
の

読

解

が

容

易

で

は

な

く

、

全

文

を

対

象

と

し

た

訓

読

法

の

比

較

は
、
今
後
に
委
ね
た
い
と
思
う
が
、
比
較
的
条
件
よ
く
訓
点
の
伝

え

ら

れ

て

い

る

部

分

を

東

寺

観

智

院

蔵

本

の

訓

読

と

比

較

す

る

と
、
塁
点
よ
り
も
そ
の
一
致
率
は
高
い
と
見
受
け
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
平
安
後
期
、
院
政
期
の
天
台
宗
寺
門
泳
、
西

2
、
実
字
訓

マ
シ
守
ス
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

在
　
於
白
蓮
花

し
て

寿
命
悉
　
焚
滅

キ

ヨ

　

　

　

　

　

を

次
提
　
金
剛
甲
。

在
　
於
白
蓮
花

に

　

　

　

し

て

寿
命
悉
　
焚
滅

き

る

　

　

　

　

　

モ

次
損
　
金
剛
甲
。



し

を

　

　

　

れ

　

　

を

樽
身
（
反
）
作
薩
錘
。

に

へ

　

　

の

　

　

と

と

宮
中
想
浄
妙
貿
瓶
輿
閑
伽
。

し

て

を

　

　

　

ル

　

　

に

縛
身
（
反
）
作
薩
建
。

に

　

　

　

　

　

　

の

　

　

と

宮
中
　
【
想
］
　
浄
妙
賢
瓶

ナ
リ
ト
オ
モ
ヘ

［
輿
］
　
悶
伽
。

5
、
音
読
・
訓
読

の

捨
衆
苦
所
集
身

く

　

　

の

の

た

る

如
金
剛
所
持

せ

り

　

　

　

を

赤
色
具
　
威
光
。

3

、

助

字

よ

　

　

を

　

　

　

　

　

　

　

を

先
令
自
心
〈
反
〉
健
塵
垢
。

に

き

　

シ

ム

原
　
【
令
］
　
…
昏
　
得
…

・
も

而
し

て

　

す

の

而
　
奏
諸
事
発
。

［
増
　
す

次
第
應
安
布
。

し

て

　

し

　

　

の

曙
を
　
猶
浄
金
。

し

　

　

の

尊
形
猶
暗
素
。

と

　

た

る

元
知
　
所
喜
、
身

を

　

　

　

シ

ム

　

　

を

先
令
自
心
（
反
）
離
塵
垢
。

厨
令
≡
…
督
得
二
…

［
而
］

（
他
六
例
）

一
r

［
而
］
　
奏
諸
事
欒
。

（
他
三
例
）

し
て

而

に

　

　

　

せ

よ

次
第
應
安
布
。

し
て
　
　
　
　
　
　
　
フ
Y
L
と
し

嘩
登
　
猶
浄
金
。

の
コ
t
r
シ

尊
形
猶
培
素
。

ヒ
　
　
　
ル
・
　
　
　
　
　
　
と
そ

元
知
　
所
書
　
身

資
料
番
号
N
m
の
高
山
寺
蔵
本
、

本
と
瑞
に
、
酋
基
点
資
料
な
ど

て
、
片
仮
名
の
加
点
が
少
な
い

の

　

の

　

タ

ル

　

を

拾
二
衆
昔
所
集
、
身
一

の

如
金
剛
所
持
。

に
し
て
　
ソ
ナ
ヘ
下
t
r
　
　
　
　
を

赤
色
　
　
具
　
威
光
。

（
他
類
例
一
二
例
〉

資
料
番
号
N
∽
の
東
大
国
語
研
室
歳

に
比
較
す
れ
ば
訓
点
は
祖
で
あ
っ

。

ヲ

コ

ト

点

主

体

の

加

点

で

あ

る

4
、
読
添
語

に
し
て

金
色
　
　
妙
白
衣

を
カ
ケ

遺
師
諸
悌
母

9

タ

ナ

マ

ツ

託

　

　

　

　

の

　

を

礼
　
　
　
十
方
傭

シ

メ

ヨ

焔
蔓
遠
国
続
。な

り

喜
怒
顔
形
色
。

金
色
　
　
妙
白
衣

マ
シ
守
Y
ス

道
師
諸
彿
母

写
一
′
ナ
マ
ツ
芥
　
　
　
　
の
　
を

礼
　
　
　
十
方
悌

セ
リ

焔
等
遍
国
縫
。

と

と

と

と

の

　

　

す

り

喜
怒
顔
形
　
色
。

（
他
類
例
一
七
九
例
）

異

同

例

数

は

、

表

の

通

り

で

あ

る

が

、

西

基

点

資

料

間

の

異

同

例

数

の

分

布

に

比

較

し

て

、

片

寄

が

存

す

る

こ

と

が

見

て

取

れ

る

。

ま

ず

、

実

字

訓

の

異

同

が

五

例

、

音

読

訓

読

の

異

同

が

一

五

例
、
字
音
に
関
し
て
の
異
同
の
確
例
が
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
で
、

西
基
点
の
資
料
問
の
異
同
に
比
較
し
て
、
こ
の
項
目
の
異
同
例
が

比

率

と

し

て

は

低

い

よ

う

に

認

め

ら

れ

る

。

こ

の

違

い

は

、

加

点

の
粗
密
に
も
関
係
の
あ
る
こ
と
と
認
め
ら
れ
、
東
大
寺
点
加
点
の

二
資
料
は
片
仮
名
や
声
点
、
合
符
等
の
加
点
が
詳
密
で
は
な
く
、

そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
異
同
が
確
か
め
に
く
い
条
件
に
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
一
方
、
文
の
断
続
に
六
九
例
、
語
序
の
異
同
に
二
七
例
、

助

字

の

訓

法

の

異

同

に

は

一

八

例

が

認

め

ら

れ

る

。

こ

れ

ら

の

異

同

用

例

数

は

、

西

基

点

資

料

問

の

異

同

数

に

比

べ

て

高

い

比

率

を

占

め

て

出

現

し

て

い

る

と

認

め

ら

れ

る

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

例

え

ば

、

語

序

の

異

同

は

、

西

基

点

資

料

に

お

い

て

は

、

読

添

語

の

異

同

例

が

多

く

出

現

す

る

場

合

で

も

、

一

桁

の

用

例

数

を

示

し

て

い

る

が

、

東

大

寺

点

資

料

で

は

、

二

七

例

存

し

、

し

か

も

、

比

較

例

③

に

も

実

例

を

示

し

た

ご

と

く

、

比

較

的

長

い

部

分

に

亙

っ

て

の
語
序
の
異
同
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
東
大
寺
点
二
資
料
間
の
比
較
は
、
巻
上
の
漢
文
本
文
の
訓

読

例

を

比

較

し

た

も

の

で

、

先

の

西

基

点

の

比

較

は

巻

下

に

つ

い

て
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
　
て
条
件
が
異
な
る
。
玄
法
寺
儀
軌
の
漢
文



本
文
は
、
大
正
新
修
大
蔵
経
に
し
て
、
上
巻
が
四
四
〇
行
、
下
巻

が
五
〇
九
行
ほ
ど
で
あ
っ
て
、
上
巻
の
言
語
量
が
少
な
い
に
も
関

わ
ら
ず
こ
れ
ら
の
異
同
例
が
多
く
出
現
し
て
い
る
。

こ
の
女
の
断
続
や
語
序
の
異
同
は
、
原
文
の
理
解
そ
の
も
の
の

異
同
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
っ
て
、
訓
読
文
の
基
本
的
な
文
構
造

に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
事
象
で
あ
る
し
、
助
字

の
訓
法
は
漢
文
訓
読
の
訓
読
調
を
支
え
る
重
要
な
要
素
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
西
基
点
資
料
問
の
訓
読
法
の
異
同
の
分
布
と
、

東
大
寺
点
資
料
に
お
け
る
分
布
の
違
い
は
、
同
時
代
の
宗
派
の
別

に
よ
る
訓
読
語
、
訓
読
法
の
伝
承
の
違
い
を
物
語
る
も
の
と
解
釈

さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
天
台
宗
寺
門
派
に
お
け
る
訓
読
法
は
、
訓
読

の
基
本
的
な
枠
組
み
で
あ
る
文
の
構
造
な
ど
は
伝
承
さ
れ
、
そ
の

構
造
を
基
に
、
言
わ
ば
部
分
的
な
改
変
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
に
比
較
し
て
、
真
言
宗
小
野
流
の
東
大
寺
点
加
点

資

料

で

は

、

文

の

構

造

を

含

め

て

同

時

代

に

か

な

り

の

距

離

の

あ

る
訓
読
が
並
存
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

玄
法
寺
儀
軌
の
訓
読
に
関
し
て
真
言
宗
小
野
流
に
お
い
て
は
、
必

ず
し
も
訓
読
法
の
伝
承
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
か
な
り
自
由
な
訓
読

の
実
感
の
存
在
が
想
定
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。

こ

の

よ

う

な

、

寺

門

派

に

お

け

る

訓

読

語

・

訓

読

法

の

伝

承

は
、
先
行
の
訓
読

真
言
宗
小
野
流
に

と
が
許
さ
れ
る
も

を
基
本
的

お
け
る
訓

の
、
ま
た

ら
な
い
新
た
な
訓
読
が
創
造

な読
ヽ

さ

た

と

見

る

こ

と

は

、

以

下

の

点

部
分

が
、

極
端

れ
る

か
ら

で
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、

時
と
し
て
大
幅
に
改
め
る
こ

な
場
合
先
行
の
訓
読
に
閑
わ

素
地
が
存
す
る
も
の
で
あ
っ

も
そ
の
傍
証
が
得
ら
れ
る
。

い

ま

玄

法

寺

儀

軌

に

限

っ

て

問

題

と

す

る

が

、

第

一

点

は

、

寺

門

派
資
料
に
お
け
る
加
点
状
況
で

資
料
に
時
に
時
代
を
二
隔
て
た

複
数
の
訓
点
が
重
ね
て
加
点
さ
れ
た
も
の
が
目
立
つ
、
一
方
、
真

言
宗
小
野
流
の
資
料
は
、
単
一
の
訓
点
が
加
点
さ
れ
た
資
料
で
あ

る

こ

と

で

あ

る

。

こ

の

こ

と

は

、

特

に

、

寺

門

派

資

料

に

お

い

て
、
先
行
の
訓
読
を
問
題
と
し
つ
　
つ
、
訓
読
が
展
開
さ
れ
て
い
た

状
況
を
想
定
さ
せ
る
。
第
二
点
は
、
西
基
点
資
料
の
奥
書
の
記
載

二
八

が
、
本
奥
書
を
含
め
て
概
し
て
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
の
に
く

ら
べ
、
東
大
寺
点
資
料
の
奥
書
が
簡
素
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
も
西
基
点
資
料
に
お
い
て
先
行
の
訓
読
に
な
に
が
し
か
の

権
威
を
認
め
て
い
た
証
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
寺
門
派
に
お
い
て
先
行
の
訓
読
に
対
す
る

関

心

の

深

さ

を

、

小

野

流
に
お

け

る
訓

読

の

改
変

の

姿

を
示

し

た

も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

一
般
に
、
平
安
時
代
後
半
期
以
降
の
訓
点
資
料
は
、
専
ら
移
点

が
行
わ
れ
、
言
語
変
化
が
少
な
い
と
把
握
さ
れ
て
き
た
。
平
安
後

半
期
の
訓
点
資
料
に
対
す
る
こ
う
し
た
把
握
は
、
・
訓
点
資
料
言
語

の
時
代
性
の
問
題
、
例
え
ば
、
院
政
期
の
資
料
に
用
い
ら
れ
る
訓

読

語

が

更

に

遡

っ

た

時

代

の

浜

文

訓

読

語

の

産

物

で

あ

る

と

い

う

問

題

を

生

み

、

ま

た

、

平

安

時

代

後

半

期

以

降

の

訓

点

資

料

の

言

語

が

硬

直

化

し

た

変

化

に

乏

し

い

も

の

で

、

こ

の

期

の

訓

点

資

料

は
資
料
的
価
値
が
低
い
と
し
た
印
象
を
与
え
て
き
た
。
し
か
し
、

平
安
後
期
・
院
政
期
に
お
い
て
も
、
天
台
宗
寺
門
派
の
如
き
は
、

訓
読
語
の
部
分
的
な
改
変
が
、
真
言
宗
小
野
流
に
お
い
て
は
か
な

り

大

幅

な

訓

読

語

の

改

新

が

行

わ

れ

て

い

た

と

認

め

ら

れ

る

資

料

（
注
3
）

が

存

す

る

。

仏

典

に

お

い

て

儀

軌

と

い

わ

れ

る

資

料

群

の

中

に

は
、
平
安
後
期
・
院
政
期
に
お
い
て
生
産
的
な
訓
読
活
動
が
行
わ

れ
て
い
た
と
認
め
得
る
資
料
が
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ

い
て
は
、
平
安
時
代
後
半
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
　
（
文

語
・
文
章
語
と
し
て
の
）
　
浜
文
訓
読
語
の
歴
史
的
変
化
を
語
る
事

（
注
4
）

が
可
能
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
又
、
同
文
的
比
較
と
い
う
方
法

に
よ
っ
　
て
主
と
し
て
共
時
的
な
問
題
と
し
て
、
宗
派
閏
の
訓
読
語

の
違
い
が
論
ぜ
ら
れ
て
来
て
い
る
が
、
真
言
宗
小
野
流
の
如
き
訓

読
の
改
新
の
突
放
が
存
す
る
∴
以
上
、
資
料
に
現
れ
た
訓
読
語
の
性

格
を
把
挺
す
る
た
め
に
も
、
各
宗
派
に
お
け
る
資
料
の
扱
わ
れ
方

を
検
討
す
る
な
ど
の
方
法
論
調
な
反
省
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
判



断
さ
れ
る
。

本
稿
関
係
血
脈

（
天
台
宗
寺
門
流
血
脈
）

寛
助
－
宗
範

（
戌
蓮
房
）

渕
判
（
南
岳
房
律
師
）

大
師
　
（
円
珍
）

記
宗
叡

猷
意

康
済
－
増
命
－
京
意
－
敬
一
－
遣
昭
－
行
啓
－
鎗
慶
1
－

淳
祐
－
寛
忠
－
平
救

明
算
－
良
禅
－
眞
普
－
聖
馨

（
博
法
潅
頂
相
承
略
記
・
血
脈
類
衆
記
に
よ
る
）

勝
算

穆
算

明
肇

観
修

－
悟
円

珂
珂
籠
雲
坊
初

文
慶
－
成
尋

ー
永
円
平
等
院
根
本

（
真
言
宗
小
野
流
血
脈
）

仁
海
－
成
尊
」
－
範
俊
－
巌
党
－

ー
明
尊
－
良
朝
－
党
猷
－
q
判
桂
隠
房

教
静

－
票
J
鵬
門
錮
錮
－
芸

1
判
例
舶
用
ほ
ー
割
判
l
l
l
完
l
割

心
音
」
－
珂
呵
唐
房

頼
l
珂
貫
相
房

頼
範

行
詞
＊

頼
尊
披
雲
房

明
澄

公
円

嘲
剖

快
音

肥
後
守
藤
邦
恒
子

「
八
十

（
舶
代
丁
珂
珂
梵
㍗
十
丁
五
卒

（
三
井
寺
潅
頂
泳
譜
に
よ
る
）

＊
　
－
　
良
意
　
－
行
勝
－

（
天
台
宗
山
門
派
血
脈
）

円
仁
－
（
六
代
略
）
　
－
皇
屋

長
宴
大
原
僧
都良

祐

痙
蓮
－
割
算
l
綱
川
帽

忠
尋
－
眞
惑

教
舜

最
巌
…
梵
成

（
天
台
血
脈
に
よ
る
）

（
真
言
宗
広
沢
流
血
脈
）

（
大
●
き
也
■
）

入
道
二
品
親
王

1
顛
尊
律
師
池
上
平
救
阿
国
梨
入
室

陸
奥
－
隆
勝

義
範
遇
智
院
僧
都
1
勝
倭
1
兼
俊

（
侍
法
潅
頂
師
資
相
承
血
脈
に
よ
る
）

注

1
、
崎
柑
弘
文
　
「
九
州
大
学
所
蔵
儀
軌
類
に

点
語
と
訓
点
資
料
」
　
第
六
二
輯
）
　
に
は
以

げ
ら
れ
て
い
る
。

○
大
昆
虚
遮
那
成
悌
榊
欒
加
持
経
巻
第
二

（
奥
書
）
　
（
朱
書
）
天
承
二
年
八
月
廿
日
辰

○
大
毘
虚
連
邦
成
彿
神
焚
加
持
経
巻
第
下

つ下西時東

い
て
」
　
（
　
F
訓

の
二
資
料
が
掲

基
点

移
黙
了

大
寺
点

（
奥
書
）
　
承
安
三
年
七
月
一
日
於
勧
修
寺
西
山
住
院
／
書

了
　
　
　
末
資
輿
然

2
、
当
該
資
料
は
現
歳
の
資
料
で
朱
の
第
一
群
点
と
墨
仮
名
の

加
点
が
存
す
る
ら
し
い
。
加
点
さ
れ
た
ヲ
コ
ト
点
の
形
式
か

ら
加
点
者
は
天
台
宗
系
の
僧
侶
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、

こ
の
青
龍
寺
儀
軌
の
書
写
も
ま
た
加
点
も
　
「
高
野
山
安
居
之

間
」
　
で
あ
っ
て
、
純
粋
取
天
台
宗
系
の
訓
読
語
資
料
で
は
な

二
九



い
と
判
断
さ
れ
る
。
当
該
資
料
の
精
査
を
得
た
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
訓
読
語
自
体
は
真
言
宗
高
野
山
系
の
も
の
で
あ
る
可

能
性
が
非
常
に
高
い
。

ま
た
、
青
蓮
院
吉
水
蔵
に
は
、
青
龍
寺
儀
軌
が
今
一
点
現

蔵
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
奥
書
が
な
い
も
の
の
、
平
安
後
期

書
写
加
点
の
資
料
で
、
東
大
寺
点
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
本
資
料
は
、
真
言
宗
小
野
流
系
の
資
料
か
と
判
断

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
吉
水
蔵
の
状
況
も
、
右
の
本
論
を

裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
資
料
と
し
て
他
に
金
剛
界
儀
軌

が
存
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
稿
に
論
じ
た
こ

と
が
あ
る
。

潮
〓
桶
　
「
平
安
時
代
に
お
け
る
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
詞
儀
軌
の

訓
読
に
つ
い
て
」
　
（
　
「
小
林
芳
規
博
士
退
官
記
念
国
語
学
論

集
」
　
（
汲
古
書
院
）
、
平
成
四
年
三
月
）

拙
稿
　
「
天
台
宗
寺
門
派
に
お
け
る
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
に
つ

い
て
」
　
（
　
F
継
承
と
展
開
1
　
古
代
語
の
構
造
と
展
開
し

（
和
泉
書
院
）
、
平
成
四
年
六
月
）

拙
稿
　
「
真
言
宗
小
野
流
に
お
け
る
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
」

（
　
『
国
文
学
致
し
　
第
－
U
N
・
こ
い
合
併
号
、
平
成
四
年
三
月
）

、
拙
稿
　
「
真
言
宗
小
野
流
に
お
け
る
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
」

（
　
F
国
文
学
致
」
　
第
－
U
N
・
こ
い
合
併
号
、
平
成
四
年
三
月
）
　
に

お
い
て
、
そ
の
一
端
を
明
か
に
し
た
。

［
付
記
］
　
本
稿
は
、
訓
点
語
学
今
第
七
十
回
研
究
発
表
会
に

お

い

て

口

頭

発

表

し

た

も

の

を

も

と

に

成

稿

し

た

も

の

で

あ

る

。

席

上

、

御

教

示

戴

い

た

築

島

裕

・

遠

藤

好

英

・

石

塚

晴

通

各

先

生

に

深

謝

申

し

上

げ

る

。

又

、

資

料

の

御

提

供

を

戴

い

た

築

島

裕

・

石

塚

晴

通

両

先

生

は

じ

め

本

稿

引

用

の

諸

資

料

の

御

所

蔵

の

御

当

局

各

位

に

尽

心

の

謝

意

を

表
す
る
次
第
で
あ
る
。

〔
ま
つ
も
と
　
み
つ
た
か
、
高
知
大
学
助
教
授
〕

（
平
成
六
年
七
月
十
五
日
受
理
）

三
〇




